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第2章  実施内容 
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スギ植栽木（4 年生：楢葉町）SU67 

 
ヒノキ植栽木（11 年生：いわき市三和町）HI13 

 
カラマツ植栽木（10 年生：いわき市田人町）KA09 

 
アカマツ天然更新木（9 年生：飯舘村）MA44 

  
クヌギ植栽木（9 年生：いわき市川前町）KN12 

  
コナラぼう芽更新木（6 年生：田村市船引町）KO43 

  
コナラ植栽木（7 年生：田村市都路町）KO46 

 

  

写真 2-1  

植栽木調査の現地状況（令和 4 年度） 
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樹皮：ノミや皮スキで剥皮し、形成層を含む内樹皮まで採取した。樹皮の採取量は、１個

体当たり 1.5 ℓ 程度（絶乾後 0.7 ℓマリネリ容器相当量）とした。 

材：樹皮採取後、チッパーを用いてチップ状態にして分析測定用の試料とした。材のセシ

ウム 137 濃度は低い事例が多く、検出下限値未満のデータを極力出さないため、大容量

の 2.0 ℓマリネリ容器にてＧｅ分析測定を行うことを基本とし、絶乾時に 2.0 ℓ のマリ

ネリ容器に充填する想定で 2.5 ℓ 程度の試料を作成した。 
 

iii. 堆積有機物及び土壌２層の採取方法等（詳細） 

堆積有機物：地表部に設定した方形枠（25cm×25cm）内側の堆積有機物（Ｌ・Ｆ・Ｈ層）

を全量採取した。堆積有機物の最下層の採取は、土壌（細土や石礫）が混入しないよう、

トング等を用いて採取した。Ｈ層（Humus〔腐植質〕層）やＭ層（菌糸網層）の採取に

当たっては、細土が腐植物の断片や菌糸に絡みついている場合が多いことに留意した。 

土壌：高さ５cm、直径 11cmの採土円筒（475cc）を用いて表層土壌０-５cm、５-10cmを採

取した。採土円筒は、斜面に対して平行に置いて採取した。 

その他： 

・採取位置の傾斜の記録 

・写真撮影（堆積有機物採取前 ／ 堆積有機物採取後 ／ ２個の採土円筒試料採取後） 

・円筒や道具類に付着した土の拭き取りには、アルコールの含まれないウェットティッ

シュ等を用いた。 

 

② 試料の調整と分析測定及び測定結果の整理 

植栽木調査で採取した試料は、幹については樹皮と材の分離、材のチップ化を行った。

調整後の試料は、速やかに分析測定機関に送付し、放射性セシウム等の測定を行った。 

なお、スギは当年葉と当年枝の分離が困難なため、当年枝葉、全枝（全枝葉）を試料と

した。スギ以外の樹種の枝葉は、枝と葉を分離し、当年枝、全枝、当年葉、全葉を試料と

した（以降、便宜的にスギ当年枝葉は当年枝として記載する。）。 

また、土壌については、pH(H2O)、交換性カリウム、交換性カルシウム及び交換性マグ

ネシウムの分析測定を実施した。 

分析測定の終了後は、後述（5）のとおり、データ整理を行った。 

植栽木調査の樹木部位別試料採取数、土壌等部位別試料採取数を表 2-6 に示す。また、

土壌採取の様子（写真 2-4）、各樹種の当年枝等（図 2-5）を示す。 
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（5） 解析用データの作成・整理 

1） 解析用データ 

以下の項目を整理した。 

 

ａ 細土含水率（％）と細土容積重  

・地下部のセシウム 137 蓄積量や交換性塩基類の蓄積量の算出に必要 

・細土含水率（％）：細土の風乾重量と絶乾重量との差から算出 

((W-Wdry)/W)*100  （※風乾後重量：W、絶乾重量：Wdry） 

・細土容積重：採土円筒中の細土の絶乾重量を円筒容積（475mℓ/円筒）で除して算出 

ｂ 細土のセシウム 137 濃度（Bq/kg）  

・絶乾ベースとする：風乾状態の細土でＧｅ分析測定した値を、細土容積重を用いて換算 

ｃ セシウム 137 濃度不検出データの解析用暫定値（Bq/kg） 

・1／√2*DL （※DL は検出下限値） 

ｄ 堆積有機物及び土壌２層のセシウム 137 蓄積量（kBq/㎡）  

ｅ 交換性カリウム蓄積量（kg/ha）  

ｆ 土壌層位別の当年枝面移行係数（㎡/kg） 

                             当年枝の重量当たりの放射性セシウム濃度(Bq/kg) 

  当年枝面移行係数(㎡/kg) ＝  

                            土壌の単位面積当たりの放射性セシウム蓄積量(Bq/㎡) 

なお、面移行係数は植栽木等調査における当年枝のみならず、全枝や成木調査における

内樹皮等においても算出を行い、解析に用いる。 

ｇ 交換性塩基類（Ca、Mg）の蓄積量（kg/ha） 

 

2） 現地調査データ等 

調査区の自然環境条件や社会的条件について、以下の項目を整理した。 

 

ａ 植栽木等調査区 ： 植栽年、天然更新木の更新年（樹齢から把握）、ぼう芽更新木の

更新年、林齢（植栽木）、樹齢（天然更新木）、ぼう芽更新齢（ぼう芽更新木）、植

栽・天然更新・ぼう芽更新面積（ha）、旧土地利用（施肥の有無も確認）、植栽時の

植栽本数（本/ha）、植栽木・天然更新木・ぼう芽更新木の本数密度（本/ha：蓄積

量毎木調査で把握）、平均短木幹材積（㎥：蓄積量調査で把握）、毎木調査結果（平

均胸高直径〔cm〕、平均樹高〔ｍ〕、材積〔㎥/ha〕）、樹木部位別バイオマス蓄積量

（蓄積量調査で把握：全葉・全枝・全幹のバイオマス蓄積量〔㎥/ha〕）、試料採取

木３本の重心位置（ｍ）、重心位置の直径（cm） 

ｂ 成木調査区 ： 林齢、林分面積（ha）、本数密度（調査区内の生育本数〔本/ha〕）、

試料採取木３本の平均胸高直径（cm）、平均樹高（ｍ）、林分材積（㎥/ha） 

ｃ 植栽木等調査区、成木調査区共通 ： 標高（ｍ：調査区中心点）、斜面方位、局所地

形（斜面位置）、土壌母材、航空機モニタリングによる空間線量率（μ㏜/h）、初期

沈着量（kBq/㎡）、調査区中心部の位置（緯度経度）、空間線量率（μ㏜/h：１調査

区５点平均値）、平均傾斜（度：１調査区３点〔土壌調査地点〕平均値） 
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（6） データ解析 

過年度データも含め、以下の解析等についての図表作成等を行い、林野庁及び学識経験

者の指導を得ながら、解析結果について考察を行った。 

 

i. 植栽木等に係る解析 

a 植栽木等の樹種別、部位別のセシウム 137 濃度の経年変動特性 

b 植栽木等の当年枝面移行係数と土壌の交換性カリウム現存量等化学性の関係 

 

ii. 成木等に係る解析 

c 成木の樹種別の内樹皮と材のセシウム 137 濃度の関係 

d 成木の内樹皮面移行係数と土壌の交換性カリウム現存量等化学性の検討 

 

iii. その他 

e 土壌のセシウム 137 蓄積量と樹種別、部位別のセシウム 137 吸収量 

f 成木の内樹皮及び植栽木等の当年枝と材のセシウム 137 濃度の比較 

g その他林野庁及び学識経験者の指導による必要な解析 
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図 2-8 肥料によるカリウムが作物に吸収されるイメージ2（参考） 

 

（3） 試料の採取と放射性セシウム濃度及びカリウム濃度等の測定 

1） 植物体試料の採取 

コナラ植栽木及びぼう芽更新木の植物体の採取試料数を表 2-12 に示す。 

植物体の試料は、平成 27（2015）年度以降は、植物体内の物質転流が止まり各器官の物

質濃度が安定する休眠期の採取を基本として落葉後の 12 月後半に採取した。 

採取部位は、平成 30(2018)年度以降、当年枝のみとした。 

 

2） 土壌等試料の採取 

土壌等の採取試料数を表 2-13 に示す。 

採取は 12 月に行った。土壌の放射性セシウム（Cs-137）濃度等試料は、平成 26（2014）

年度は作業区当り２点、平成 27（2015）年度は５点から採取したが、濃度のばらつきが大

きいことから、誤差を小さくするため、平成 28（2016）年度より作業区当たり５地点から

採取している。堆積有機物は 20cm×20cm 方形枠を設置して採取した。土壌層の試料は、

直径 50mm、容積 100mL の採土円筒を用いて土壌深度０-５cm 及び５-10cm から採取した。 

 

 

 

 

 

 

 

写真 2-8 土壌等試料採取の概況 

 

 

 
2 全国農業協同組合連合会ホームページ：

https://www.zennoh.or.jp/activity/hiryo_sehi/pdf/qa_keisankari.pdf 

   







 

 

  

 




